
居住地校交流の様子 
「居住地校交流」は、特別支援学校に在籍する児童生徒が、自身の住んでいる地域の小中学校で、

その学校に在籍する児童生徒とともに学習を行う活動です。２学期以降にも、多くの交流を実施す

ることができました。交流を重ねることで「慣れてきて、関わりが増えてきた。」「これからも、続け

て行いたい。」などのうれしい感想が届いています。 

 

肢体不自由部門小学部４年生Ａさん 

 小学部１年生のときから、交流を続けています。 

（交流の様子） 

  笑顔で小学校に入り、あいさつにも応えることができま 

した。活動内容は、歌、合奏、ゲームなど、これまでの経験 

を生かした活動が計画されていました。２回目になる「風船 

バレー」ではすぐにルールを理解して自分から手を伸ばして参加できました。ラリーの目標回数

を超えると「すごい！」とみんなで喜び合いました。「福笑い」では、できあがりを見て楽しみま

した。今年度３回目の交流ということもあり、和気あいあいとした雰囲気の中での交流となりま

した。 

肢体不自由部門中学部１年生Ｂさん 

  小学部のときから居住地校交流を始め、今年度からは中学 

校との交流が始まりました。 

  玄関まで出迎えにきた生徒さんが、教室まで案内してくれ 

ました。少ない人数の学級との活動だったので、ひとりひと 

りの自己紹介を聞くことができ、中には幼い時からの友達も 

いました。Ｂさんも VOCAを使って自己紹介しました。クリス 

マスリースを作った後で「あわてんぼうのサンタクロース」を歌い、Ｂさんも一緒に楽しむこと

ができるように活動内容が工夫されていて、よい交流ができました。 

 

令和 5年度東支援学校居住地校交流実施の現状 

  小学部  肢体不自由部門 １６名（児童数３４名） 交流籍のみ２名     

       知的障害部門  ２５名（児童数７３名） 交流籍のみ５名 

  中学部  肢体不自由部門  ４名（生徒数１４名） 

       知的障害部門   ９名（生徒数４３名） 

 

 

これまで居住地校交流を経験されていない方も、今後、ぜひ始めてみられませんか？ 

ご希望、ご質問がある方は、担任や学部教頭にお知らせください。 

「交流籍」とは、特別
支援学校の児童生徒が
地域の小中学校に置く
副次的な籍のことで
す。「交流籍」があるこ
とにより、「私の学校、
私のクラスの仲間」とい
う意識が芽生え、つな
がりが続いていくこと
が期待できます。 小中学部合わせて 5４名、交流回数は８０回になりました。 

活動内容も工夫され、よい交流が増えています！ 
 

来年度当初予定 
4月 8日 （月）始業式     下校 11:40 （SB11:50）       
4月 9日 （火）短縮授業    下校１３:２０ （SB13:30） 
4月１０日 （水）入学式     下校 11:４０ （SB11:50） 小２～５年は家庭学習日 

※新入生は原則保護者送迎 

4月１１日 （木）短縮授業    下校１３:20 （SB13:30） 
4月１２日 （金）～通常授業開始                    ※SB（スクールバス） 
☆５月１５日（水）～１７日（金）の個別懇談は短縮授業となり、１３：２０下校です。 詳細は４月にお知らせします 

 


